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３３

年
度
の
あ
し
あ
と

国
見
町
重
要
施
策
の
成
果

町
議
会
日
程
第
十
一
で
認
定
さ
れ

た
昭
和
三
十
三
年
度
決
算
に
あ
ら

わ
れ
た
わ
が
国

見
町
の
「
重
要
施

策
の
成
果
」

と
い
５
も
の
の
あ
ら

ま
し
を
あ
げ
て
み
る
。

黔
齟
詰

一
、
主
要
な
る
施
策
の
概
要

１２

３４５

６７
８

、
簡
易
水
道
布
設
工
事
第
二

年
次
分
完
成
（

匸

气

九
六

九

）

、
新
農
村
振
興
計
画
事
業
の

第
一
年
次
分
施
工
完

成（
四
、

三
五
八
）

青
年
研
修
所（
一
、
七
一
六
）

共
同
集
荷
所
二
（
一
　
、
八
〇

二
）

集
乳
所
（
三
二
八
）

農
道
二
（
五
一
二
）

、
消
防
施
設
の
整
備
充
実
強

化
（

一
、

匸
一
〇

）

小
型
動
力

ポ
ン
プ
三
（
九
五

○
）

仝
登
載
用
三
輪
車
一
　（
一
〇

○
）

車
庫
一
　（
七
〇
）

、
新
町
建
設
計
画
の
立
案
樹

立
に
つ
い
て
（
二
八
九
）`

、
新
町
一
体
化

の
た
め
の
大

枝
出
張
所
廃
止
に
よ
り
年
間

約
四
五
万
円
の
町
費
節
約

、
災
害
復
旧
工
事
の
施
行
に

つ
い
て
（
九
二
〇
）

国
見
溜
池
（

五
一
五
）

旗
鉾
水
路
（
一
九
〇
）
、

鶉
町

な
　
（
一
二

五
）

、
都
市
計
画
の
作
製
（
四
八

七
）

、
役
場
事
務
処
理
の
近
代
化

の
た
め
戸
籍
謄
本
、
抄
本
用

複
写
器
一
台
購
入
（
一
六
八
）

二
、
各
部
門
に
お
け

る
重
要
な
施

策
の
成
果

１

、
消
防
部
門

小
型
動
力
ポ
ン
プ
三
台
、
三

輪
車
一
台
、
車
庫
一
棟
等
に

よ
っ
て
各
大
字
に
対
す

る
動

力

ポ
ン
プ
配
置
を
完
了
し
、

防
火
態
勢
の
完
璧
を
期
す
る

こ
と
が
で
き

た
。

ｉ

、
土
木
建
設
部
門

都
市
計
画
図
の
調
製
に
よ
っ

て
都
市
計
画
椎
進
の
基
盤
と

し
、
溜
池
、
水
路
等
の
災
害

復
旧
の
施
工
に
よ
っ
て
生
産

の
増
強
が
期
待
さ
れ

る
。

３
、
厚
生
部
門

簡
易
水
道
布
設
工

事
第
二
年

次
分
施
行
完
成
に
よ
っ
て
多

年
の
懸
案
で
あ
っ

た
藤
田
地

区

市
街
地
を
中
心
と
し
た
附

近
一
帯
の
飲
料
水
難
を
解
消

す
る
と
共
に
そ
の
確
保
を
図

っ
て
伝
染
病
を
予
防
し
、
生

活
改
善
を
実
現
し
、
当
町
発

展
の
基
盤
と
も
い
う

べ
き
工

場
誘
致
へ
の
道
を
開

い
た
。

４
、
そ
の
他

新
町
建
設
計
画
の
樹
立
、
複

写
器
の
購
入
、
大
技
出
張
所

の
廃
止
等
の
施
策

に
よ
っ
て

町
村
合
併
最
後
の
仕
上
げ
で

あ
る
新
町
建
設
計
画
が
樹
立

さ
れ
て
新
町
の
育
成
強
化
の

基
盤
と
す

る
と
共

に
役
場
事

務
処
理
の
改
善
は
住
民
に
対

す
る
サ
ー

ビ
ス
の
本
旨
を
遂

行
し
得

る
も
の
で

あ
る
。
複

写
器
購
入
に
よ
っ
て
戸
籍
謄

抄
本

の
迅
速
に
し

か
も
正
確

な
も
の
が
交
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
一
方
人
件
費
の
節

減
が
で
き
た
。
更
に
大
枝
出

張
所
の
廃
止
に
よ
っ
て
新
町

の
一
体
制
確
保
と
経
費
の
節

派
が
実
現
さ
れ
た
。

三

、

む

す

び

以
上
の
施
策
を
執
行
す
る
に
当

り
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ

収
入

の
確
保
に
当

る
と
共

に
、

支
出

に
お
い
て
も
極
力
冗

費
を

節
約
し
て
消
費
的
経
費
を
節
減

し
、
投
資
的
事
業
の
増
大
を
図

り
つ
つ
財
政
の
健
全
化
に
努
め

た
結
果
、
当
町
有
史
以
来
の
一

大
懸
案
事
業
で
あ
る
簡
易
水
道

布
設
工
事
が
完

成
し
、
更

に
翌

年
度
繰
越
金
九
九
一
、
九
二
九

円
を
確
保
し
、
町
民
福
祉
の
向

上
と
町
振
興
発
展
へ
の
基
礎
を

培
い
町
民
の
付
託
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

べ
こ
と
緬
羊
近
或

酒
　
　

井
　
　
　
　
　
保

○
緬
羊
で
総
理
大
ほ
賞

九
月
十
七
日
か
ら
一
一
十
一
日
ま
で

五
日
間
、
岩
手
県
種
畜
塲
で
、
第

三
回
東
北
七
県
畜
産
共
進
会
が
開

か
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
各
県
で
敲

選

さ
れ
た
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
未
経
産

牛
、
同
経
産
牛
、
黒
毛
和
牛
短
角

種
、
馬
、
緬
羊
（

牝
牡

）
、
山
羊

（
牝
）
、
豚
（
牝
）
の
六
種
、
一

八
八
頭
出

品
さ
れ
た
。
褒
賞
と
し

て
は
金
、
銀
、
銅
三
賞

と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
メ
ダ
ル
と
賞
金
（
参
加
賞

と
し
て
平

等
）
を
、
な
お
各
畜
種

別
首
席
に
対
し
て
は
農
林
大
臣
賞

を
授
与
さ
れ
た
が
、
緬
羊
の
首
席

に
は
特

に
総
理
大
臣
賞
が
授
与
さ

れ
た
。
そ
し
て
こ
の
全
国
始

め
て

の
総
理
大
臣
賞
が
、
わ
が
光
明
寺

の
中
山

隆
氏
の
手

に
帰
し
、
又
渋

谷
貞
一
氏
等
、
大
木
戸
畜
産
組
合

員
の
出
品
し
た
緬
羊
三
頭
が
金
賞

に
入
賞
し
て
、
畜
産
国
見
の
た
め

大
い
に
名
声
を
高
め
た
。

○
県
内
共
進
会
で
は

半
数
入
賞

九
月
五
日
二
本
松
で
行
わ
れ
た
県

内
共
進
会
で

は
、
わ
が
大
木
戸
組

合

か
ら
三
十
頭
出
場
し
て
十
六
頭

入
賞
し
、
中
山
隆
氏
の
は
最
高
の

十
四
万
円
、
渋
谷
貞
一
氏
の
は
十

二
万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
と
び
き
り
の

高
値
に
売
れ
た
。

○
種
緬
羊
を
原
産
地

（

ニ
ュ

ー

ジ
ー
ラ

ン
ド

）

か
ら
輸

入

こ
れ
ま
で
わ
が
国

の
種
緬
羊

は
、

主
と
し
て
濠
州

か
ら
輸
入
し
て
い

た
が
、
こ

ん
ど
県
で
は
コ
リ
デ
ー

ル
種
の
原
産
地
か
ら
直
輸
入
す
る

計
画
を
た
て
、
購
買
官
渡
辺
彦
技

師
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
機
会
に
わ
が
大
木
戸
畜
産
組

合
で
は
二
頭
分
二
十
五
万
円
を
委

託
、
今
後
の
品
種
改
良
に
供
す
る

こ
と
に
し
た
。
十
二
月
上
旬
に
は

み
ご
と
な
緬
羊

が
お
よ
め
入
り
す

る
わ
け
で
あ
る
。

④
和
牛
の
肉
は
世
界
一

わ
が
町
内
生
産
の
農
産
物
は
、
と

か
く
生
産
過
剰
に
苦
し

ん
で
い
る

と
き
、
ひ
と
り
畜
産
物
は
不
足
し

加
工
畜
産
物
は
外
国
よ
り
輸
入
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
特
に
和
牛

の
肉
は
世
界
一
の
良
質
で
英
米
か

ら
大
歓
迎
を
受
け
て
い
る
の
で
、

今
後
畜
産
業
の
活
路
と
し
て
最
も

有
望
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
大
木
戸
農
協
並

に
大
木
戸
畜
産
組
合
長

〔
写

真

〕
国
見
町
婦
人
会
の
皇
居
勤
労
奉
仕
最
終
日
の
去
る
九

月
八
日
両
陛
下
に
感
激
の
拝
謁

議会だよ り

九
月
定
例
町
議
会

3
3年
糜
歳
入
歳

皿

言

昌

。

九
月
三
十
日
町

議

会
定
例
会
が
開
か
れ

会
期
は
三
日
、
議
案

は
次
の
通

日
程
第
一
の

Ｉ
　
。教
育
委
員
選

任

に
同
意
を
求
め
る
の
件

武
見
弥
八
郎
氏
再
選
さ
る

日
程
第
一
の
二
　

監
査
委
員
選

任
に
同
意
を
求
め
る
の
件

八
島
建
次
郎
議
員
選
任
さ
る

日
程
第
一
の
三
　

臨
時
出
納
検

査
立
会
議
員
互
選

の
件

安
藤
庄
七
議
員
当
選

日
程
第
一
の
四
　

国
見
町
固

定

資
産
評
価
審
査
委
員
選
任
に

同
意
を
求
め
る
の
件

高
木
幸
作
氏
選
任

さ
る

日
程
第
二
　

国
見
町
職
員
の
退

職
手
当

に
関
す
る
条
例
の

匸

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件

国

、
県
、
他
市
町
村
と
人
事

交
流
の
際
職
員
の
在
職
期
間

を
退
職
手
当
に
通
算
す
る
た

め
の
一
部
改
正
で
原
案
通
り

可
決

日
程
第
三
　

国
見
町
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

の
件

医
療
費
支
払
の
た
め
の
準
備

積
立
金
を
行
う
た
め
の
二

部

改
正
で
原
案
通
り
可
決

日
程
第
四
　

国
見
町
教
育
長
の

給
与
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条

例
の
件

一
般
職
員
の
給
与
改
訂
刄
準

じ
十
月
か
ら
給
料
引
上
げ
の

た
め
の
一
部
改
正
で
原
案
通

り
可
決

日
程
第
五
　

国
見
町
長
等
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の

件一
．般
職
員
の
給
与
改
訂
に
準

じ
十
月
か
ら
町
長
助
役
収
入

役
の
給
料
引
上
げ
の
た
め
の

一
部
改
正
で
原
案
通
り
可
決

日
程
第
六
　

財
政
再

建
計
画
の

変
更

に
関
す
る
件

一
般
会
計
町
予
算

の
追
加
更

正
の
た
め
の
変
更
で
原
案
通

り
可
決

日
程
第
七
　

昭
和
三
十
二
年
度

国

見
町
入
山
財
産
区
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

原
案
通
り
認
定
さ
れ
た

日
程
第
八
　

昭
和
三
十
三
年
度

国
見
町
入
山
財
産
区
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

原
案
通
り
認
定
さ
れ
た

日
程
第
九
　

昭
和
三
十
三
年
度

国

見
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

件翌
年
度
繰
越
金
百
三
十
万
八

千
円
で
原
案
通
り
認
定
さ
る

日
程
第
十
　

昭
和
三
十
三
年
度

国

見
町
簷
昜
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

原
案
通
り
認
定
さ
る

日
程
第
十
一
　

昭
和
三
十
三
年

度
国
見
町
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

翌
年
度
繰
越
金
九
十
九
万
一

千
円
’で
原
案
通
り
認
定
き
れ

た
（
決
算
の
主
要
な
施
策
成

果
別
面
掲
出
の
通
り
）

日
程
第
十
二
　

昭
和
三
十
四
年

寞
国
見
町
簡
易
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
更
正
予
算

三
万
六
千
円
の
減
額
更
正
予

算
で
原
案
通
り
可
決

日
程
第
十
三
　

昭
和
三
十
四
年

度
国
見
町
歳
入
歳
出
追
加
更

正
予
算

三
百
三
十
二
万
五
千
円
の
追

加
更
正
予
算
で
原
案
通
り
可

決
日
程
第
十
四
　

公

立
藤
田
病
院

組
合
規
約
一
部
改
正
の
件
　

副
管
理
者
一
名
増
員
し
梁
川

町
長
を
も
っ
て
充
て
る
た
め

の
一
部
改
正
で
原
案
通
り
可

決
日
程
第
十
五
　

旧
軍
人
に
対
す

る
恩
給
加
算
制
立

法
化
の
意

見
書
の
件

原
案
通
り
可
決

第６回

国
見
町
家
畜
共

進
会
開
か
る

国
見
町
有
畜
営
農
推
進
員
会
（
会

長
佐
藤
節
夫
氏
）
で
は
、
町
と
共

催
の
も
と
に
、
十
月
九
日
観
月
台

公
園
で
第
六
回
家
畜
共
進
会
を
開

い
た
。
そ
の
成
績
左
記
の
通
り

气

乳
牛

の
部

○
経
産

一
等

後
藤
　

源
六（

鳥
取
）

二

等

奥
山
　

邦
夫
（
藤
田
）

○

未
経
蔬

一

等

高
原
　

円

吉（
小
坂
）

二

等

玉

手
　

八
郎
（
酉
大
枝
）

三
等

佐
藤
　

茂
良
（
徳
江
）

二
、

和
牛
の
部

一
等

佐
藤
長
五
郎（
石
母
田
）

二
等

後
藤
直
次
郎
（
鳥
取

）

仝
　

八
島
弥
次
郎
（
山
崎
）

三
等

紺
野
　

忠
蔵
（
泉
田
）

仝
　

安
藤
　

留
作｛
小
坂
｝

仝
　

小
西
　

正
吉（
藤
田
）

仝
　

八
島
　
　

健（

高
城
）

三
、
緬
羊
の
部

一
等

安
達
　

吉
蔵（
鶉
町
）

二
等

徳
江
　

年
雄
（
徳
江
）

仝
　

渡
部
　

正
雄
（
高
城
）

仝
　

後
藤
　

勝
治
（
川

内
）

三
等

宍
戸
　

弥
七
（
右

母
田

）

仝
　

熊
坂
　

正
一
（
内
谷

）

仝
　

阿
部
　
　

茂
（
大
木
戸
）

仝
　

佐
藤
　

栄
次
（
泉
田

）

仝
　

斎
藤
　

三
夫
（
’石
母
田
）

四
、
山
羊
の
部

一

等

松
浦
権
次
郎
（
石
母
田
）

二

等

吉
川
　

弥
吉
（
大
杰

尸
）

三

等

斎
藤
　

三
夫
（
石
母
田
）

仝
　

八
島

儀
次
郎
（
高
城
）

附
乳
牛
一
等
に
対
し
　

県
酪
連
会

長
賞

、
森
永
乳
業
福
島
工

場
長
賞

県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
会
長
賞

各
種
一
等
に
対
し
　

伊
達
畜
産
会

長
賞

緬
羊
一
等
に
対
し
　

県
緬
連
会
長

賞
が
贈
ら
れ

た
。

視
聴
覚
部
よ
り

映
写
頡

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

前
号
で
報
告
あ
っ
た
「
北
辰
」

十
六
ミ
Ｕ
映
写
譏
、
九
月
十
七

日
正
に
受
領

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ

か
ら
大
切
に
し
て
有
効
に

使
い
御
厚
志
に
お
む
く
い
い
た

し
ま
す
。

技
術
者
講
習
会
を
開
く

差
当
り
九
月
十
八
目
午
後
二
時

よ
り
藤
田
小
学
校
で
、

Ｉ
ル
モ

技
術
者
三
十
五
名
を
集
め
講
習

会

を

開

く

。

＼
　

”
　

・
‘

「

気

違

い

部

落

」

大

な

て
　

八

十

月

五

日

か

ら

五

日

間

丿

左

記

に

よ

‘ｔ
夕
披

露

映

画

会

を

開

か

‘

町

民

各

位

に

感

謝

を

す

る

。

五

日

（

月

）

藤

田

小

学

校

じ

六

日

（

火

）

小

坂

小

学

校

七

日

（

水

）

大

木

戸

中

学

校

八

日

（

木

）

大

枝

中

学

校
　

。

九

日

（

金

）

森

江

野

小

学

校

’

と

こ

も

大

入

満

員

で

、

み

な

様

基
本
選
挙
人
名
簿

ご
覧
下
さ
い

特報

昭
和
三
十
四
年
九
月
十

莽
日
現
在
調
製
０‐
基
木

選
挙
人
名
簿
を
国
見
町

役
場
に
お
い
て
十
一
月
五
日
か

ら
十
五
日
間
、

毎
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、

関
係
人
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

に
御
満
足
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
協
力
下
さ
れ
ま
し
た
係
り
の

方
に
厚
く
御

礼
申
上
げ
ま
す
。

偉
上
映
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は

④
ニ
ュ

ー
ス
（
民
友
・
民
報
）

④
劇
「
気
違
い
部
落
」
十
三
巻

十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
検

定
会
開
く

八
日
午
前
九
時
か
ら
藤
田
小
学

校
で
、
県
係
官
の
黻
重

な
検
査

並
に
試
験
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

筆
記
試
験
と
実
技
（
機
械
操
作

と
フ
イ
ル

ム
接
合
）
で
、
受
検

者
四
十
七
名

、
こ
れ
に
合
格
し

た
も
の
に
許
可
証
が
与
え
ら
れ

る
Ｏ
尚
こ
の
許
可
証
を
持
だ
た

い
も
の
は
こ

の
譏
械
を
取
扱
う

こ
と
が
で
き

な
い
の
で
す
か
ら

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
合
格
者
の
氏
名
は
次
号
で

発
表
し
ま
す
。

人
生
学
校

か

ぞ

え
う
た

春

日

佑

幸

一
つ
と
や

人
の
ふ
む
べ
き
道
き
い
て

ゆ
く
て
あ
か
る
く
暮
し
ま
し

二
つ
と
や

福
は
よ
い
た
ね
ま
け
ば
く
る

た
ね
が
悪
け
り
や
鬼
が
く
る

三
つ
と
や

み
ん
な
い
つ
か
は
悪
い
た
ね

う
つ
か
り
ま
い
て
る
事
が
あ

る
四
つ
と
や

よ
っ
ぽ

ど
悪

い
た
ね
の
火
も

ざ
ん
げ
を
す
れ
ば
き
え
る
恚

の
五
つ
と
や

い
か
に
う
か
れ
た
場
合
に
も

大
て
い
限
度

が
あ
る
も
の
よ

六
つ
と
や

胸
に
平
和
の
灯
が
と
も
る

も
と
は
油
の
戒
法
よ

七
つ
と
や

何
に
つ
け
て
も
人
の
身
を

お
も
い
や
る
の
が
ほ
と
け
さ

ま
八
つ
と
や

や
が
て
平
和
の
世
ず
く
り
に

や

さ
と
い
こ
と
ば
が
役
に
た

つ
九
つ
と
や

来
な
い
ぞ
二
ど
と
今
日
の
日

は今
日
の
っ
と
め
で
恩
が
え
し

十
と
や

と
お
と
い
教
を
忘
れ
ず
に

ま
る
く
明
る
く
は
げ
み
ま
し

○

の

む

ま

い
、’

買

う

ま｛
い
、

造

る

ま

い
…
…
ｊ「
・・・
密

造

酒

は

や

め

ま

し

よ

う



町民体育大会を語名
非公開録音
を公開する

（

時
）
町

体
の
昂
奮
か
ら
さ
め
た

或
日
の
夜
半

（

所
）
青
年
研
修
所
の
日
本
間

（

人
）
地
区
も
団
体
も
代
表
し
な

い
老
若
男
女
の
自
由
人
、

Ｘ
Ｙ
Ｎ

や
め
た
ら
承
知
し
ね
え
ぞ

日
頃
の
精
進
が
よ
く
な
い
奴

が

い
る
も
の
と
見
え
て
、
よ
く
も

や
ら
れ
た
な
。

い
や
、
あ
れ
ぐ
ら
い
、
あ
い
き

よ
う
あ
っ
て
ぃ
却
っ
て
お
も
し

ろ
い
。

し
か
し
、
み
ん
な
よ
く
や
っ
た

な
。

…田
場
中
止
希
望
の
団
体
は
申
出

る
よ
う
放
送
さ
れ
た
ら
「
チ

ク

シ
ョ
ウ
、
ヤ
メ
タ
ラ

シ
ヤ
ウ
チ

シ
ネ
ー
ソ

ウ
」
「
田
の
草

と
り

の
っ
も
り
で
や
れ
」
だ
と
。

廓
草
刈
よ
り
楽
だ
ぞ
。

全
く
あ
の
意
気
込
み
に
は
敬
服

し
た
よ
Ｏ

大
会
の
華
親
子
豊

年
踊
り

今
年
始
め
て
の
試
み
、
地
区
別

の
だ
し
も
の
は
成
功
し
た
か
な

森
江
野
の
親
子
踊
り
は
四
〇
〇

人
を
越
し
た
か
な

。

校
長
先
生
を
先
順

に
、
京
師
親

子
、
老
若
男
女
一
体
の
姿
は
、
見

て
い
て
も
気
持
が
よ
か
っ
た
。

お
れ
も
、
た
ま
ら
な
く
な
っ
て

ま
ざ
っ
た
よ
。
大
会
の
圧
巻
だ

っ
た
。

小
坂
か
ら
は
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー

ル
の
紹
介

が
あ
っ
た
が
、
新
し

い
社
会
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
す

る
た
め
に
あ
あ
い
う
こ
と
も
大

切
だ
な
。

藤
田
地
区

で
国
見
音
頭
を
思
い

出
さ
せ
た
の
も
大
て
が
ら
。

全
町
で

Ｉ
し
よ
に
や
る
も
の
と

共
に
、
地
区

独
特
の
も
の
を
も

っ
と
た
く
さ
ん
だ
す
こ
と
が
必

要
だ
な
。

と
同
時
に
、
団

体
別
の
だ
し
も

の
も
あ
っ
て
い
い
。

そ
の
団
体
独
特
の
と
こ
ろ
、
い

わ
ば
青
年
は
青
年
ら
し
い
、
婦

人
は
婦
人
ら
し
い
だ
し
も
の

注
目
の
的
ダ
ン
ス
と
民
踊

青
年
団
の
ダ
ン
ス
、
婦
人
会
の

民
踊
も
大
人
気
だ
つ
た
な
。

剣
二
会
、
消
防
団
も
き
び
き
び

し
一
１

気
持
よ
い
Ｏ

日
頃
の
修
練

が
も
の
を
い
っ
て
い
る
。

伝
統
の
中
に
も
新
鮮
味
が
ほ
し

い
。
リ
レ
ー
一

つ
に
も
工
夫
が

あ
る
。

誰
で
も

が

気
軽

に
参

加

で

き
る

も

の

が
大
切

組
織
外
の
人
の
た
め
に
は
、
誰

で
も
気
莇
く
参
加
で
き
る
も
の

も
必
要
だ
な
。

そ
の
意
味
で
、
輪
廻
し
、
ス
プ

ン
レ
ー
ス
、
親
子

レ
ー
ス
な
ど

訃
刊

が
よ
か
っ

た
。

時
間
の
都
合
で
中
止
し
た
が
、

お
し
ど
り
レ
ー
ス
な
ど
も
お
も

し
ろ
い
も
の
だ
。

点
数
制
を
や
め
た
た
め
、
み
ん

な
が
の
び
の
び
と
、
楽
な
気
持

で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
事
実
だ
。

競
争
心
が
減
退
す

る
で
な
い
か

と
心
配
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
扣

娶
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。（
続
く
）

豆
剣
士
上
位
入
賞

小

学

生

部

・
・
・
一

・

二

・

三

・

四

企

獲

九
月
三
十
日
飯
坂
町
で
行
わ
れ
た

信
達
少

年
剣
道
大
会
に
参
加
し
た

当
町
剣
友
会
少
年
部
は
、
多
数
の

参
加
者
を
な
ぎ
倒
し
、
小
学
生
部

で
は
一

位
か
ら
四
位
ま
で
独
占
し

中
学
生
部
で
も
個
人
で
二
位
団

体

で
三
位
、
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成

果
を
あ
げ
、
十
一
日
福
島
市
で
行

わ
れ
る
県
北
地
区
少
年
剣
道
選
手

権
大
会

に
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
招

待
を
う
け

る
こ
と
に
た
っ
た
。

入
賞
者
氏
名
次
の
通
り

○
小
学
生
の
部

一
位一
　
朝
内
賢
光
（
森
江

野
）

二
位
　

目
黒
周
一
　（
小
坂

）

三
位
　

朽

木
勝
元
（
小
坂
）

四
位
　

菅
野
三
男
（
小
坂

）

○
中
学
生
の
部

個
人
二
位
佐
藤
且
雄（
石
毋
田

）

団
体
三
位
県
北
中
チ
ー
ム

剣
友
会
の
斎
藤
挌
助
氏

は
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

「
わ
が
国
見
町
剣
友
会
に
少
年

部
が
で
き
た
の
は
二
十
九
年
十

二
月
で
あ
る
。
心
身
鍛
錬
の
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
今
や
そ
の
人
数

は
百
名

の
多
き
に
達
し
、
県
下

有
数
の
チ
ー

ム
と
し
て
そ
の
名

を
う
た
わ
れ
て
い
る
。
過
去
に

お
い
て
も
遠
く
若
松
市
に
お
け

る
東
日
本
少
年
剣
道
選
手
権
大

会

に
、
あ
る
い
は
郡
山
市
二
本

松
少
年
隊
追
悼
剣
道
大
会
等
数

々
の
戦
歴
を
飾
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
空
白
時

代
に
防
具
は
四
散
し
、
ど
こ
Ｏ

学
校
に
も
一
組
の
防
具
も
見
当

ら
ず
、
わ
ず
か
の
限
ら
れ
た
数

量
で
は
、
盛
り
あ
が
る
少
年
だ

も
の
希
望
を
み
た
し
て
や

る
に

あ
ま
り
に
気
の
毒
で
あ
る
。
町

民
各
位
の
御
理
解
を
得
て
、
何

と
か
し
て
や
り
た
い
も

の
で
あ

る
」

。

写真は入賞に喜ぶ豆剣士Q上 址　 町民体育大会に於け る野試合(下)

国
見
農
業
の
指
標
を
求
め
て

（
滝

根

町

放

牧

場

見

学

記
）

佐
　

藤
　

節
　

夫
　
記

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と

い
う
。
見
た
ら
よ
い
と
こ
ろ
を
と

り
入
れ
て
自
分
の
血
肉
と
す
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
尚
お
り
が
た
い
。

わ
れ
わ
れ
有
畜
営
農
推
進
員
一

行
五
十
名
は
、
九
月
十
一
日
午
前

六
時
、
低
い
雨
雲
を
つ
い
て
車
庫

前
を
出
発
。
人
も
車
も
コ
ソ
デ

シ

ョ
ソ
は
上
々
、
バ
ス

ー
家
は
和
気

あ
い
あ
い
、
牛
を
中
心
に
生
活
し

て
い
る
青
年
の
近
親
感
と
意
気
投

合
の
所
産
だ
。
こ
の
意
味
か
ら
も

旅
行
の
一
半
の
意
義
は
あ
る
よ
う

だ
。
同
志
的
近
親
感
は
今
後

の
仕

事
の
原
動
力
だ
。

九
時
半
、
目
的
地
田
村
郡
滝
根

町
に
着
く
。
蒲
生
町
長
は
小
柄
で

は
あ
る
が
意
志
の
強
そ
う
な
人
、

新
し
い
役
場
庁
舎
で
、
町
長
さ
ん

は
こ
う
い
う
。

「
こ
の
辺
の
営
農
に
は
畜
産
を
加

味
し
な
け
れ
ば
成
り
立
だ
な
い
。

（
こ
の
附
近
は
葉
た
ば
こ

の
産
地

で
、
゛
四
〇
〇
～
六
〇
〇

び
の
阿
武

陝
山
脈
の
高
冷
地
、
田
畑

が
少
く

山
が
多
い
’と
こ
ろ
）
畜
産

を
振
興

す

る
に
し
て
も
、
酪
農
を
伸

ば
す

に
し
て
も
、
草
資
源
の
開
発
が
な

け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
。
購
入
飼

料

に
依
存
す

る
こ
と
は
経
済
の
面

だ
け
で
な
く
、
子
牛
の
育
成
や
繁

殖

に
必
要
な
栄
養
関
係
に
も
相
当

障
害
を
来
し
て
い
る
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
放
牧
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の

諸
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
の
結
論

に
な
っ
て
、
町
営
放
牧
場
の
設
置

に
ふ
み
切
っ
た
。
そ
し
て
高
度
集

約
展
示
牧
野
並
に
高
度
集
約
牧
野

補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
、
ま
ず

一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
放
牧
場
を
つ

く
っ
た
。
」

こ
の
町
に
は
現
在
三
〇
〇
頭

の
乳

牛

が
い
る
と
の
事
’。
草
地
改
良
の

施
策
と
牧
野
土
服

、
農
業
経
営
と

畜
産
と
の
結
び
つ
き
、
そ
し
て
畜

産
の
要
諦

は
労
力
の
節
約
、
経
費

の
節
減
、
滋
草
の
飽
食
に
あ
る
。

ゆ
る
い
山
裾
の
青
草
を
悠
々
と
食

ん
で
い
る
乳
牛
の
群
を
見
た
と
き

青
年
た
ち
は
口
々
に
暘

ん
だ
。

「
将
来
の
日
本
農
業
は
こ
れ
だ
」

勧
業
主
任
佐
藤
昭
二
氏
は
町
長

の
話
を
つ
い
で
、
牧
野
改
良
の
効

能
や
施
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
牧
野
を
改
良
し
、
放
牧
す

る
と

先

づ
第
一
に
飼
料
費
が
節
約
で
き

る
。
普
通
一
頭
の
乳
牛
を
飼
う
と

一
頭
に
つ
き
二
〇
〇
～
三
〇
〇
円

か
か
る
が
放
牧
す
れ
ば
、
月
齢
一

ハ
ケ
月
ま
で
一
日
三
〇
円
、
二
九

ヶ
月
迄
四
〇
円
、
成
牛
で
六
〇
円

と
大
へ
ん
安
上
り
に
な
り
ま
す
。

次
に
労
力
的
に
み
て
、
一
頭

の
牛

の
野
草
雑
草
を
刈

る
の
に

Ｉ
～
二

時
聞

か
か
る
と
こ
ろ
を
改
良
ざ
れ

た
牧
草
な
ら
一
五
～
二
〇
分
で
刈

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で

Ｉ
ヘ
タ
タ
ー

ル（
一
町
歩
）草
地
を
改
良
す
る
に

開
墾
費
　
　

三
二
、
〇
〇
〇
円

土
壌
改
良
及
肥
料
費

二
五
、
〇
〇
〇
円

牧
草
導
入
費

一
五
、
〇
〇
〇
円

計
七
二
、
〇
〇
〇
円
の
経
費
に
対

し
、
国
庫
よ
り
三
〇
％
、
県
費
よ
り

三
〇
％
、
合
計
六
〇
％
（
四
三
、二

〇
〇
円
）
以

内
の
補
助
が
あ
り
ま

し
た
。
」

修
学

旅

行

記
( 二)

半
　
　

沢
　
　
　
　

博

熱
海
へ

湖
尻
か
ら
観
光
船
で
芦

の
湖

を
わ
た
る
。
百
五
十
人
乗
り
の

船
中
で
、

パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に

う
っ
り
か
わ
る
近
景
、
遠
望
に

歎
声
の
連
続
。
元
箱
根
で
昼
食

ふ
た
た
び
車
中
の
人
と
な
り
、

箱
根
の
関
址
を
右
に
み
て
ぐ
ん

ぐ
ん
登
る
。
大
観
山
富
士
見
峠

で
下
車
、
芦
の
湖
、
相
模
湾
、
湯

川
原
と
、
一
〇
〇
〇
び
の
高
所

か
ら
の
展
望
は
ま
さ
に
日
本
一

「
す
ば
ら
し
い
ナ
ア
」

「
Ｉ
エ
ナ
ア
」

そ
の
外
の
言
葉
は
な
か
な
か
出

て
来
な
い
。

両
側
に
は
桜
や
っ
ば
き
が
い

っ
ぱ
い
、
春
の
花
時
が
お
も
い

や
ら
れ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
、
な

か
な
か
の
ユ
ー
モ
ア
ガ
ー
ル
で

東
北
弁
を
つ
か
っ
て
み
た
り
、

大
島

に
っ
た
わ
る
物
語
が
い
っ

の
ま
に
か
男

性
攻
撃
に
変
っ
た

り
、
終
始
笑
い
の
う
ち
に
湯
川

原
の
温
泉
郷
を
通
っ
て
午
後
三

時
熱
海
に
着
く
。

小
憩
の
後
、

あ
こ
が
れ
の
海

岸
散
歩
と
し
や
れ
こ
み
、
全
員

旅
館
を
出
る
。
七
八
階

の
大
廈

高
楼
に
お
と
ろ
き
な
が
ら
、
金

色
夜
叉

の
お
宮
の
松
で
記
念
撮

影
、
市
内
を
一
巡
、
否
市

内
の

片
隅
を
一
巡
し
て
帰
舘

す
る
。

出
で
湯
に
っ

か
っ
て
昨
夜

か
ら

の
っ
か
れ
を
流
し
、
夕
食
後
は

ふ
た
た
び
外
出
、
熱
海
の
夜
景

を
心
ゆ
く
ま
で
鑑
賞
し
て
九
時

床
に
っ
く
（
写
真
は
熱
海
海
岸
）

東
京
へ

九
月
三
日
’

六
時
一
斉
起
床

窓
か
ら
眺
め
る
海
と
街
、

ど
ん

よ
り
く
も
っ
て
い
る
、
一
夜
の

休
養
で
す
っ
か
り
元
気
回
復
、

今
日
も

ま
た
、
も
り
も
り
見
学

す
る
ぞ
と
意
欲
が
わ
く
。
ゆ
っ

く
り
朝
食
を
と
り
、
八
時
二
十

分
思
い
出
の
街
熱
海
を
あ
と
に

す
る
。
車
窓
に
う
っ
り
変
る
相

模
路
の
う
っ
く
し
さ
に
み
と
れ

て
い
る
う
ち
に
、
は
や
東
京
だ
。

宿
舎
宝
ホ
テ
ル
に
一
休
し
、
午

後
は
四
班
に
わ
か
れ
て
自
由
見

学
。
六
時
一
た
ん
宿
に
帰
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
学

習
の
報
告
を
す
る
。
東
京
タ
ワ

ー
班
が
、
世
界
一
の
高
塔
か
ら

見
お
ろ
し
た
東
京
の
ス
づ
フ
し

さ
を
披
露
す
れ
ば
、
国
際
劇
場

班
は
夏
の
お

ど
り
の
み
ご
と
さ

を
実
演
す

る
。
上
野
動
物
園
班

は
、
猿
が
島
の
社
会
生
活
の
発

表
を
す
る
な

ど
、
何
れ
も
我
こ

そ
は
最
大
の
収
穫
な
り
と
報
告

す
る
。

七
時
か
ら
行
事
の
最
後
を
飾

る
夜
の
東
京
観
光

に
う
っ
る
。

ガ
イ
ド
の
軽
や
か
な
歓
迎
の
こ

と
ば
に
迎
え
ら
れ
、
わ
れ
ら
の

。（

ス
は
上
野
を
出
発
。
赤
青
の

ネ
オ
ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
く
ぐ

り
な
が
ら
、
浅
草
、
両
国
橋
、

日
本
橋
、
日
比
谷
、
赤
坂
、
青

山

、
市
ヶ
谷
、
後
楽
園
と
予
定

の
Ｊ
‐

ス
を
一
巡
す
る
。
途
中

特

に
浅
草
仲
見
世
の
雑
踏
を
通

っ
て
観
音
様
に
お
ま
い
り
し
、

国

見
町
と
わ
が
大
木
戸
青
年
学

級
の
発
展
を
祈
り
、
銀
座
で
は

ガ
イ
ド
の
案
内
で
お
そ
る
お
そ

る
の
ギ
ソ
プ
ラ
を
体
験
す

る
。

夢
の
よ
う
な
二
時
間
も
す
ぎ

九
時
宿
に
着
く
。
床
に
っ
い
た

が
一
日
の
興
奮
で
眠
れ
な
い
。

思

い
思
い
の
感
想
を
語
り

あ
っ

て
い
る
う
ち
、
い
っ
の
ま
に
か

夢
の
世
界
に
入

る
。

浜
の
旅

九
月
四
日
、
い
よ
い
よ
東
京

と
も
お
別
れ
と
あ
っ
て
早
朝
か

ら
外
出
、
少
し
で
も
東
京
の
匂

い
を
吸
っ
て
帰
ろ
う
と
す

る
。

十
時
上
野
発
、
常
磐
線

経
由

で
帰
途
に
っ
く

。
始
め
て
の
浜

の
旅
、
と
き
ど
き
車
窓
に
お
と

ず
れ

る
海
の
眺

め
は
、
山
国
育

ち
の
わ
れ
わ
れ
に
は
生
れ
変
っ

た
よ
う
な
爽
快
さ
を
与
え

る
。

「
や
っ
ぱ
り
こ
の
コ
ー
ス
は

よ
か
っ
た
な
あ
」

と
み
ん
な
で
語
る
。

岩
沼
で
の
り

か
え
、
八
時
四

十
二
分
、
な
っ

か
し
の
貝
田
駅

に
っ
く
。
お
互
い
の
元
気
を
祝

福
し
て
め
で
た
く
解
散
。

表

彰

四

つ

八
島
会
長
表
彰

去
る
七
月
二
十
五
日
、
県
下
Ｐ
Ｔ

Ａ

大
会
が
開

か
れ
た
と
き
、

大
木

戸
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
八
島

福

太
郎
氏
が
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協

議

会
長
の
名
で
表
彰
さ
れ
た
。
そ
の

表
彰
状
文
面

に
あ
る
通
り
多
年
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
活
動

に
尽
力
し
、
そ
の
振

興
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
は
、
地

区
民

は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
み
ん
な

が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
め
で
と
う
と
カ
メ
ラ
を
向
け

る

と
、
こ
れ
を
固
く
さ
え
ぎ
り
な
が

ら
、
「
永
い
間
、
地
域
社
会
の
皆

様
の
膃
か
い
御
援
助
の
た
ま
も
の

で
す
。
貴
紙
を
通
し
て
皆
様
に
よ

ろ
し
く
ぉ
礼
を
の
べ
て
下
さ
い
」

と
、
記
者
の
切
な
る
頼
み
に
も
と

う
と
う
応
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

公
明
選
挙
に
ま
ほ
う
び
ん

国
見
町
公

民
舘
鈴
木
主
事

は
公
明

選
挙
運
動
推
進
に
特
別
な
功
績
が

あ
つ
た
と
い
う
の
で
、
こ
の
ほ
ど

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
表
彰

さ
れ
た
。
賞
品
は
立
派
な
ま
ほ
う

び
ん
で
、
お
か
げ
で
氏

の
宅
を
訪

問
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
あ
つ
た
か

い
飲
物
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
一

定
の
温
度
、
人
肌
は
い
乂
も
の
。

筒
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
中

村
政
治
氏
も
表
彰
を
う
け

た
。
賞

品
は
螢
光
ス
タ
ン
ド
で
、
事
務
能

率
も
倍
加
す
る
と
喜
ん
で
い
る
。

家
族
計
画
表
彰
さ
る

九
月
一
一
十
九
日
福
島
市
公
会
堂
で

福
島
県
家
族
計
画
大
会
か
お
り
、

そ
の
席
上
、
わ
が
国
見
町
は
「
家

旅
計

画
事
業
の
充
実
発
展
を
図
り

住
民
の
福
祉
の
た
め
に
尽
し
た
功

績
顕
著

で
あ
る
」
た
め
、
佐
藤
県

知
事
よ
り
表
彰

を
う
け
た
。
町
村

の
表
彰

は
当
町
だ
け
で
あ
る
。

編

集

徨

記

三
十
三
年
度
の
決
算
額
が
示
さ

れ
た
。
五
千
余
万
の
っ
か
い
方

こ
れ
で
よ
い
か
？

待
望

の
体
育
祭
、
満
目
環
視
の

甲
に
お
わ
る
。
そ
の
企
画
と
運

宮
、
こ
れ
で
よ
い
か
？

枚
祭
り
、
盛
大
に
お
わ
る
。
主

婦
は
過
労
、
主
人
は
寄
附
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
、
楽
し
き
は
若
い
者
だ

け
、
こ
れ
で
よ
い
か
？

何
事
に
も
、
創
意
と
工
夫
が
あ

っ
て
こ
そ
進
歩
と
い
う
も
の
、

年
々
歳
々
同
じ
こ
と
を
く
り

か

え
す
中
に
も
進
歩
と
改
善
が
ほ

し
い
。
世
は
宇
宙
時
代
で
あ
る
。

敬
老
会
大

い
に
結
構
、
常
時
敬

老
会
、
家
庭
敬
老
会
で
あ
れ
ば

貨
更
結
構
。

二
十
六
万
円
の
北
辰

は
当
分
の

聞
国
見
の
誇
り
だ
。
視
聴
覚
四

十
七
士
の
覚
唐
は
固

い
。

○

冗

費

を

は

ぶ

い

て

助

け

あ

い

運

動

に

協

力

し

ま

し

よ

う
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